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 動物園の入園係をしていた元さん。ある日、幼い弟の手を引いて入園料を握

りしめた女の子がやって来ます。弟の誕生日だから中を見せてやりたいと言う

のです。二人は、いつも入場門から園内をのぞいていた姉弟でした。保護者同

伴でなく、入園時刻も過ぎていましたが、何日もこの子たちの様子を見ていた

元さんは、二人を中に入れてやります。しかし、二人は閉園時間が過ぎても戻

ってきません。職員総出で探し、やっと二人を見つけました。後日、そのこと

で姉弟の母からは感謝の手紙が届きます。しかし、一方で元さんは上司に呼ば

れ、「停職処分」の通告の文書を受け取ります。 

Ｃ(１) 

遵法精神、公徳心 

これからも、物事の優先順位について考えようと

思ったし、後のことも考えられるようになりたい。 

保護者の皆様へ 

道徳の授業の様子の一部を紹介します。

ご家庭で、お子様と授業の感想など話し

合っていただけると幸いです。 

カラー版は HP でご覧下さい。 

 規則より心情を優先させたために起こったトラブルを描いた物語を通して、規則は何のためにあるの

かを考えました。 

 

 

「二通の手紙」 ３年生 

子どもを入れたことで、問題が起こっているので、

私は入園をＯＫしてはいけないと感じたし、規則

にも理由が必ずあるのだと思った。 

元さんの役をしてみて、心が苦しくなったし、

入れてしまいたくなる気持ちも理解できまし

た。 

どんなことがあったとしても、規則は守らなけれ

ばならないと思った。 

自分の行動で人に危ないことが起きるかも知れない、

でも感謝された。どっちが正解か分からない・・・。 

ルールを守るのは大事なのだと思いました。自分の感

情を優先するのではなく、決まりを守ることを優先し

ようと思いました。 



  

達也は、伸一や登と電車で科学館に出かけました。電車に乗ると、空き缶が

置きっぱなしにされています。捨てに行こうか迷う達也ですが、伸一に「また

いい子ぶるのか。」と言われ、そのままにしてしまいます。やがて、空き缶は音

を立てて転がり始めます。達也は気になりつつも、周囲の人の反応を気にして

拾うことができません。しかし、ある男の人の足元に空き缶が転がっていくと、

男の人は空き缶を拾い、下車時にホームのごみ箱に捨てました。達也は、その

男の人の背中をいつまでも見つめていました。 

 

                                       

 

 

                                     

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  

  

アメリカ・ニューヨーク州在住のペイジさんは、インターネット上に大量に流

れる誹謗中傷に心を痛めていました。17歳のとき、写真共有サイトに投稿。ペ

イジさんは生まれつき右手の指がありませんが、私たちの髪の色がそれぞれ違

うように、指がないことは、一人一人の違いにすぎないと言います。そして、「誰

かの足りないものに意識を集中するのではなく、その人たちがしていることに

目を向けよう。」「子供たちに『人と違っても大丈夫』と教えてほしい。」と語り

かけます。 

 

Ｂ（４） 

相互理解、寛容 

右手に障害がある女性がインターネット上に発信したメッセージを通して、自他の個性や立場を尊重し

て生きることの大切さを考えました。 

 

 

 

 

 

１年生「私の話を聞いてね」 

２年生「カラカラカラ」 

自分と違う考えの人などもいる

から、相手の事を考えて理解し

合えるようにしていきたい。 

自分と違うからと、その人に向

かって差別したり馬鹿にした

りするのは絶対にいけない。 

世の中同じ人はいないからこ

そ、相手の気持ちを考えて話す

ことが必要である。 

Ａ(１)自主、自律 

自由と責任 

電車の中で転がる空き缶をどうするか迷う主人公の姿を通して、自ら考えて行動することについて考えました。 

 

 

 

 

私も達也のように、拾えなかったことがあっ

た。そのとき、すごく後悔した。誰かのため

にすることは、自分のためにもなる。私は、

誰かのために行動することを惜しまない。 

近所の人にあいさつができないこと

があった。人目があろうがなかろう

が自分で行動できる人になりたい。 

 

人の目を気にして、行動できないか

ら教材で出てきた男の人のように

自ら考えて行動したい。 


